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機械学習によりアレーアンテナ励振係数の高速診断が可能に

浅いニューラルネットワークを用いたアレー
アンテナ点検法における測定点数削減に関
する研究

● 特定距離の近傍界分布からアレーアンテナの励振係数を高速に推定
● 5G用アレーアンテナの故障診断や出荷前検査の高速化に寄与
● 測定点数の削減により高速化を実現

研究のねらい

次世代無線通信規格である5Gではアレーアンテナを使った無線システムが必須となります。アレー
アンテナは素子の励振振幅・位相を変化させることにより、そのビーム方向やヌル方向を制御すること
で、通信路容量を増加させ、単素子アンテナでは実現できない高速無線通信を実現する技術です。従来
の測定法ではアレーアンテナの様々な励振条件で測定をする必要があったため、故障診断や出荷前検査
に多大な計測時間がかかっていました。そこで、産総研では、ニューラルネットワークを用いた機械学
習により、様々な励振振幅・位相とその時の近傍界分布の関係を事前に学習し、学習後のニューラル
ネットワークにより、近傍界分布から即座に素子の励振振幅・位相を推定する方法を開発しました。

研究内容

２層のニューラルネットワークに、すでに分
かっているアレーアンテナの励振係数と近傍界分
布の関係を学習させ、学習したネットワークによ
り、任意のアレー素子の励振振幅・位相を推定し
ます。
今年度は、アームロボットやスキャナによる高

速検査を想定し、測定点数の削減と精度の関係に
ついて調査した。調査の結果、３センサによる２
ラインスキャンでも実用的な精度が得られること
を明らかにした。

連携可能な技術・知財

• アレーアンテナの性能評価

• アレーアンテナの近傍界制御技術

• アレーアンテナの設計

• ミリ波帯アンテナの利得／パターン計測

• 機械学習による電磁界計測の高度化

• 信号の空間分離技術の通信への応用
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2層ニューラルネットワークによるアレーアンテナ
励振係数の推定
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２層のニューラルネットワーク
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測定点数削減の事例
（３センサ２ラインスキャンの場合）


